
 
 

 

おもちゃ病院宗像の開院より早８年。月に８件、年間１００件程度、大切なおもちゃの修理依頼

があります。わたしが「おもちゃドクター」になったのは、おもちゃドクター養成講座を受けたこ

とがきっかけです。退職してから他に趣味はありましたが、細かい作業が昔から好きで、仕事で培

った技術で世の中の役に立てればという気持ちもあり、受講しました。修理後に不具合が出ないよ

う、できるだけ完全な状態で持ち主に返すことを目標に、宗像市を含め福岡県内の７ヶ所で活動を

しています。子どもたちから感謝の手紙をもらうこともあります。何よりも、「ありがとう」と喜

んでもらえることがうれしいです。ものを大切にする心を育てる、おもちゃ病院の活動が広まるよ

う宣伝活動も精力的に行っています。これからも子どもたちの笑顔のために、体が動く限り活動を

続けていきたいですね。 
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グループ・個人のボランティアに関する問い合わせは 

宗像市ボランティアセンターへ ℡３７－４１００ 

ボランティアグループ紹介！ 

大学生の間にしたいことを考えていたときに、以前から興味があった 

ボランティアに参加してみたいと思うようになり、活動を始めました。 

現在、月に３回就学前の障がいのある子どもが通う施設でボランティアを 

しています。 

ボランティアを始めたばかりのころは、子どもの言動の意味を考えず、自分の経験を基に接して

いました。それでは対応が難しいと感じ、施設の先生から「子どもたちの言動にはその子なりの意

味がある」と教わりました。今では、相手の言動の意味を考えながら接するよう気をつけています。

子どもの成長を支える活動を通して、日々、自身の成長を感じ、ボランティアという立場でしか学

べないことがたくさんあることを知りました。経験が少なく戸惑うこともありますが、その分真正

面から向き合い学ぶ姿勢を大切にし、先生方に相談してアドバイスを多くいただきました。これか

らも一つ一つの学びを活かし、初心を忘れず活動したいと思います。 

ボランティア活動を始めたのは、プール療育支援ボランティア募集の掲示を見たことがきっかけ

です。海が好きで水の中にいる時の心地良さやリラクゼーションの力を感じていたので、ぜひ参加

したい！とピンときました。大切にしていることは、子どもたちと一緒に楽しんで過ごすことです。

これはスタッフの皆さんから教えていただきました。それから、安心してもらえるような雰囲気を

作ることも意識しています。最初は「知らない人」から始まって、数回会うごとに、子どもたちが

徐々に慣れてきた様子を見たときはうれしかったです。先生から褒められたときのうれしそうな顔

や、課題に挑戦して頑張っている姿、水の中でリラックスしている表情がとても印象に残っていま

す。これからも細く長くボランティアとしての関わりを続けていきたいと思っています。わたしは

募集を知ってから実際に活動を始めるまで、随分と時間がかかってしまいました。もっと早くボラ

ンティアセンターに相談していたら・・と思います。少しでもボランティアに興味があるならば、

気軽に問い合わせされると良いですよ！わたしも色々な活動先を提案していただき見学もできま

した。 
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個人ボランティアさん紹介！ ～ボランティアセンターに登録しているボランティアさんに活動を始めたきっかけなどインタビュー！～ 

 

 

エフネットグループ おもちゃ病院宗像（学習・福祉ボランティア） 

【ボランティア募集中！！】 

おもちゃドクター（修理担当）やナース（受付や

裁縫など担当）のボランティア活動を一緒にしま

せんか？ 

見学も受け付けています。 

開院日：毎月第3日曜日 
開院時間13時～16 時まで 
受付は15時 30分まで 

場所：宗像市青少年センター 
（メイトム宗像内） 

診察料 : 1 点につき100円 
部品代金は実費負担 

問い合わせ：おもちゃ病院宗像 
院長 川崎さんまで 

℡ 090-9484-8676 

朗読の会「あしたば」（朗読ボランティア） 
活動を始めたきっかけは朗読教室に通い、朗読の楽しさを知ったことです。２００４年 

10 月に朗読「三人会」を結成、２００５年には朗読の会「あしたば」を結成し、メンバーが 

３人から４人になりました。結成時より月に２回の勉強会を継続しており、朗読の基本を 

楽しく勉強しています。中学校や福祉施設での朗読活動をしています。活動先で長い所は 

もう１５年以上の付き合いになりますね。朗読は、「何を読むか」「時代に合っているか」 

「季節」など色々考えるのも楽しいです。相手が一生懸命に聞いてくれること、感動して 

くれる様子を見て、こちらも大きな感動をもらっています。それが一番のやりがいであり、 

活動を楽しく続けられる原動力となっています。 
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高齢者施設での朗読会にて＊ 


